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和歌山を創る新聞
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和歌山を創る新聞「わかつく」
を読む会をしませんか
https://wnc.jp/works/wakatsuku

和歌山を創る新聞「わかつく」編集担当者が記
事について説明するする勉強会などのご希望を
承ります。わかやま NPO センターまでお気軽
にお問い合わせください。

り
、
同
一
自
治
体
内
で
最

も
高
い
震
度
が
予
測
さ
れ

た
メ
ッ
シ
ュ
を
想
定
最
大

震
度
と
し
て
表
記
し
て
い

ま
す
。

　

津
波
に
つ
い
て
は
、
同

一
自
治
体
内
で
最
も
高
く

な
る
と
予
測
さ
れ
る
波

高
、
最
も
早
く
到
達
す
る

と
予
測
さ
れ
る
時
間
が
公

表
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

左
の
表
で
、
赤
文
字
に

な
っ
て
い
る
と
こ
ろ
は
前

回
想
定
と
比
較
し
て
震
度

が
高
く
な
っ
た
と
こ
ろ
、

緑
文
字
は
震
度
が
低
く

な
っ
た
と
こ
ろ
で
す
。
想

定
と
変
わ
っ
た
箇
所
は
ご

く
わ
ず
か
で
、
ほ
と
ん
ど

は
前
回
の
想
定
と
変
わ
っ

て
い
ま
せ
ん
。

▼
想
定
震
度

　
「
発
生
頻
度
が
高
い
地

震
」
で
は
、
県
全
体
で
震

度
５
弱
以
上
が
予
測
さ
れ

て
い
ま
す
が
、
ほ
と
ん
ど

最
新
デ
ー
タ
を
反
映

　

和
歌
山
県
で
は
２
０
１

０
年
代
に
、
１
０
０
年
ほ

ど
の
周
期
で
発
生
し
て
い

る
東
海
・
東
南
海
・
南
海

の
「
３
連
動
地
震
」
と
、

発
生
頻
度
は
極
め
て
低
い

も
の
の
発
生
す
る
と
甚
大

な
被
害
を
も
た
ら
す
危
険

性
が
あ
る
「
南
海
ト
ラ
フ

巨
大
地
震
」
が
発
生
し
た

と
き
の
市
町
村
別
震
度
、

津
波
の
高
さ
と
到
達
時
間

の
想
定
を
発
表
し
て
い
ま

す
。

　

今
回
発
表
さ
れ
た
最
新

想
定
は
、
最
新
の
地
殻
や

地
形
な
ど
の
デ
ー
タ
を
用

い
、
震
度
や
津
波
の
想
定

を
し
直
し
た
も
の
で
す
。

あ
ま
り
変
化
はない

も
の
の

　

震
度
に
つ
い
て
は
、
県

全
体
を
２
５
０
メ
ー
ト
ル

四
方
の
メ
ッ
シ
ュ
で
区
切

南海トラフ地震、震度と津波の最新想定をみる
　和歌山県は南海トラフを震源とする大地震の脅威にさらされています。「わかつく」ではこれまでも南海トラフ地震による震度や津波の想定、被害想
定をご紹介していますが、今年 3 月下旬に県内市町村ごとの最大震度や津波に関する最新の想定が発表されました。2010 年代に発表された前回の想定
と変わったところはあるのか、またこれを受けてわたしたちが取り組むべき課題はなにか、探ります。

の
自
治
体
で
局
地
的
に
最

大
震
度
６
弱
以
上
の
揺
れ

が
予
測
さ
れ
て
い
ま
す
。

最
大
震
度
７
が
予
測
さ
れ

て
い
る
の
は
い
ず
れ
も
沿

岸
部
の
一
部
と
な
っ
て
い

ま
す
。

　
「
巨
大
地
震
」
で
は
県

北
部
の
一
部
を
除
き
、
全

県
で
震
度
６
弱
以
上
の
揺

れ
が
予
測
さ
れ
て
お
り
、

沿
岸
部
や
平
地
を
中
心
に

発生頻度
高い地震

巨大地震

和 歌 山 市
海 南 市
紀 美 野 町
紀 の 川 市
岩 出 市
橋 本 市
かつらぎ町
九 度 山 町
高 野 町
有 田 市
湯 浅 町
広 川 町
有 田 川 町
御 坊 市
美 浜 町
日 高 町
由 良 町
印 南 町
み な べ 町
日 高 川 町
田 辺 市
白 浜 町
上 富 田 町
す さ み 町
新 宮 市
那智勝浦町
太 地 町
古 座 川 町
北 山 村
串 本 町

6弱
6弱
6弱
6弱
6弱
6弱
6弱
6弱
5強
6弱
6弱
6弱
6弱
6強
6強
6強
6強
7
7
6 強
7
7
6 強
6強
6強
6強
6強
6強
6弱
7

7
7
6 強
6強
6強
6強
6弱
6弱
6弱
7
6 強
7
6 強
7
7
7
7
6 強
7
7
7
7
7
7
6 強
6強
6強
7
6 強
7

想定最大震度
発生頻度
高い地震

巨大地震
想定最大津波高

発生頻度高い地震
第 1波最大高

巨大地震
1mの津波

津波の想定到達時間
南海トラフ地震の最新想定（和歌山県・2026 年 3月発表）

6m
6m

5m
6m
6m

8m
8m
6m
7m
7m
7m

7m
7m

7m
7m
9m
6m

11m

8m
8m

10m
11m
10m

16m
17m
11m
10m
15m
14m

12m
16m

20m
13m
14m
13m

18m

52 分
47 分

41 分
44 分
43 分

24 分
27 分
28 分
35 分
23 分
23 分

24 分
12 分

10 分
11 分
10 分
7分

8分

45 分
39 分

33 分
35 分
33 分

13 分
16 分
16 分
24 分
11 分
11 分

12 分
3分

3分
5分
2分
2分

1分

巨大地震
3mの津波
50 分
47 分

37 分
37 分
36 分

16 分
18 分
18 分
27 分
13 分
14 分

15 分
5分

4分
5分
3分
2分

2分

広
く
震
度
６
強
が
、
県
全

域
の
沿
岸
部
の
あ
ち
こ
ち

で
震
度
７
が
予
測
さ
れ
て

い
ま
す
。

▼
津
波
の
高
さ

　

津
波
の
高
さ
は
「
発
生

頻
度
が
高
い
地
震
」
の
場

合
は
串
本
町
で
最
大
11

メ
ー
ト
ル
、「
巨
大
地
震
」

の
場
合
は
す
さ
み
町
で
最

大
20
メ
ー
ト
ル
の
津
波

が
、
そ
れ
ぞ
れ
予
測
さ
れ

て
お
り
、
い
ず
れ
も
前
回

よ
り
も
若
干
高
く
な
っ
て

い
ま
す
。
特
に
県
南
部
で

は
「
発
生
頻
度
が
高
い
地

震
」
と
「
巨
大
地
震
」
の

津
波
の
高
さ
の
違
い
が
際

立
っ
て
い
ま
す
。

▼
津
波
到
達
ま
で
の
時
間

　
「
発
生
頻
度
が
高
い
地

震
」
で
は
和
歌
山
市
以
外

で
は
到
達
ま
で
の
時
間
に

前
回
予
測
と
の
違
い
は
み

ら
れ
ま
せ
ん
。と
は
い
え
、

県
南
部
で
は
わ
ず
か
数
分

で
高
い
津
波
が
押
し
寄
せ

る
場
所
が
み
ら
れ
る
た

め
、
大
き
な
揺
れ
、
長
時

間
の
揺
れ
を
感
じ
た
場
合

は
、
迅
速
な
避
難
が
求
め

ら
れ
ま
す
。

　
「
巨
大
地
震
」
の
場
合

は
、
押
し
寄
せ
る
津
波
の

高
さ
ご
と
の
到
達
時
間
の

予
測
が
発
表
さ
れ
て
い
ま

す
が
、
例
え
ば
最
短
１
分

と
な
っ
て
い
る
串
本
町
で

も
人
口
が
密
集
し
て
い
る

市
街
地
は
５
分
と
な
っ
て

い
る
な
ど
、
同
じ
自
治
体

内
で
も
大
き
な
差
が
あ
り

ま
す
。

過
度
に
恐
れ
ず

備
え
を
進
め
る

　

今
回
の
新
し
い
想
定
を

も
と
に
県
独
自
の
被
害
想

定
が
策
定
さ
れ
る
計
画
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　

特
に
「
巨
大
地
震
」
の

想
定
は
極
め
て
厳
し
く

な
っ
て
い
ま
す
が
、
発
生

頻
度
は
極
め
て
低
い
地
震

で
す
の
で
、
ま
ず
は
約
１

０
０
年
周
期
で
発
生
し
て

い
る
「
発
生
頻
度
が
高
い

地
震
」
の
揺
れ
や
津
波
の

想
定
を
念
頭
に
、
揺
れ
や

避
難
へ
の
備
え
を
進
め
ら

れ
る
の
が
い
い
の
で
は
な

い
か
と
思
わ
れ
ま
す
。

　

自
宅
だ
け
で
は
な
く
、

勤
務
先
や
通
学
先
、
日
頃

の
関
係
先
な
ど
の
想
定
震

度
や
津
波
、
今
後
発
表
さ

れ
る
被
害
想
定
な
ど
を
確

認
し
、
事
前
の
備
え
を
万

全
に
な
さ
っ
て
く
だ
さ

い
。

　
（
志
場
久
起
）

地点 A
・
▲
15 分

地点 B
・
▲
10 分

震度 6強
震度 6弱

震度 7

地点 C
・
▲
8分

同一自治体
地点 A
・
▲
2ｍ

地点 B
・
▲
5ｍ

地点 C
・
▲
7ｍ

同一自治体で 1 か所でも大きな震度
が予測される地点がある場合は当該
震度を表記。左の場合は「震度 7」。
同一自治体全域で表記の震度が観測
されるわけではない。

同一自治体のすべての箇所でこの時間・この高さの津
波が到達するわけではない

同一自治体で最も早く津波
が到達する時間を表記
上記の場合は「8分」

同一自治体で最も津波が高
くなる地点の高さを表記
上記の場合は「7m」

表記について

同一自治体

今回の新想定の
全文はこちらから
ご覧いただけます

【表の見方】　「発生頻度高い地震」は静岡県から高知県を
震源域とする Mw8.7 の東海・東南海・南海の 3 連動地
震（約 100 年周期で発生）、「巨大地震」は静岡県から宮
崎県を震源域とするMw9.1 の地震。赤文字は前回想定か
ら数値が悪くなっているところ、緑文字はよくなってい
るところ。

みなさんの「地域を元気にする」活動を応援します！

和歌山ビッグ愛 9階にある和歌山県NPOサポートセンターは、県民のみなさまの公益的な活
動を総合的に応援する施設です。ご利用をお待ちしています！

和歌山県NPOサポートセンターをご利用ください

和歌山県内でNPO法人、NPO・ボランティア団体、公益社団・公益財団法人、
一般社団・財団法人などの組織形態で、公益性のある活動をおこなっている団体。
　※ ご相談や情報収集は個人・企業の方でもご利用いただけます。

▶ NPO法人の設立・運営（定款変更や事業報告、役員変更等）にまつわる実務
▶ NPO・ボランティア団体の運営実務
▶ 企業の社会貢献活動等のパートナーとしてのNPO法人等のマッチング など
※ ご相談は、窓口・メール・オンライン等で承っています。来所の場合はご予約ください。

ご 相 談

ご利用いただける団体
カラー印刷機、ポスタープリンタ、パソコンなどをご利用
いただけます（一部機器を除き、実費負担が必要です）。

各種事務機器

会議室を無料でご利用いただけます。
※ 会議室は和歌山県ジェンダー平等推進センター “りぃぶ
る”、和歌山県青少年活動センターとの共用で、申込み受付
と管理はジェンダー平等推進センターが担当しています。

会議室

当センターに届いたイベント情報や助成金等の活動支援情
報はブログ、メールマガジンで発信しています。

イベント情報 助成金等情報

メルマガ配信登録は
こちらから

情報ブログ・メールマガジン

▶ NPO・ボランティア団体のイベント情報の収集と発信
▶ 助成金をはじめとした各種支援情報の収集と発信
▶ 法律で定められたNPO法人の情報公開資料（事業報告書等）の閲覧・縦覧
▶ NPO等に関する書籍貸し出し等

情報収集・発信
和歌山県NPOサポートセンター
和歌山市手平 2-1-2　和歌山ビッグ愛 9階
受付時間 9:00 ～ 20:50（日曜は 17:30）
休館日：月曜・祝祭日・年末年始
TEL　073-435-5424　FAX　073-435-5425
E-mail　info@wakayama-npo.jp
わかやまNPO広場　https://www.wakayama-npo.jp/

◀カラー印刷機
ポスタープリンタ▶

どちらも利用団体登録が必要です。
なお、公益性のある取り組みに関
する印刷に限らせていただいてお
ります。遠隔地の方を対象に印刷
代行・発送も受け付けています。
※現在印刷機は代替機のため一部
機能に制限があります

和 歌 山 県ＮＰＯ
サポートセンター
からのお知らせ
　今年、貴志川線は現在の
運行事業者になって 20 周
年の節目の年を迎えました。
2006 年の運行事業者交代
に至るまで、今でこそ各地
で当たり前になった「産・官・
学・民」の連携・協働の営
みが連綿と紡がれてきてい
ます。
　2003 年 11 月の廃線報
道からの歩みを振り返ると
ともに、地域住民と自治体・
行政機関等が連携・協働す
る意味を改めて振り返る「大
型連休特別企画　貴志川線
存続の経過を振り返る会」
のアーカイブを配信してい
ます。詳しくはこちらから
アクセスください。


